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借入申込に必要な物

　小野町社会福祉協議会では個人情報保護法に関して適用されている法令、国が定める方針その他の規
範を遵守し、保有する個人情報の保護に努めます。

小野町社会福祉協議会の広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金を受けて制作されています。
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小野町社会福祉協議会

小野町地域包括支援センター

●警察署
●
総
合
病
院○小野町指定相談支援事業所 TEL 0247- 61-6101

FAX 0247-71- 0471

○小野町デイサービスセンター TEL 0247-72-6777
FAX 0247-72-0790

○小野町地域包括支援センター
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木111

TEL 0247-72-2128
FAX 0247-61-6102

○小野町居宅介護支援センター TEL 0247-72-6377
FAX 0247-71- 0471

社会福祉法人小野町社会福祉協議会
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字美売57番地１
TEL 0247-72- 6866　FAX 0247-71- 0471
MAIL ono-shakyo@sunny.ocn.ne.jp

新型コロナウイルス感染症にかかる生活福祉資金特例貸付について

休業された方向け（緊急小口資金）

　新型コロナウイルス感染症発生の影響による休業や失業等により、一時的に収入が減少した世帯を対象として、生活福祉資
金貸付制度の福祉資金（緊急小口資金）及び総合支援資金（生活支援費）について特例貸付を実施します。
※本資金は貸付金ですので、返済して頂く必要があります。

　緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合
に、少額の費用の貸付を行います。
□対象者:新型コロナウイルスの影響を受け、休業等に

より収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持
のための貸付を必要とする世帯

□貸付上限額:100,000円（小学校当の休養等の特例
20万円以内）

□措置期間:1年以内
□償還期間:2年以内
□貸付利子・保証人:無利子、不要

失業された方等向け（総合支援資金）

　生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行い
ます。自立相談支援事業等による継続的な支援を受け
ることが要件となっております。
□対象者:新型コロナウイルスの影響を受け、失業等に

より生活に困窮し、日常生活の維持が困難となって
いる世帯

□貸付上限額 :（2世帯以上）月20万円以内
　　　　　　 （単身）　　 月15万円以内
□貸付期間:原則3カ月以内
□措置期間:1年以内
□償還期間:10年以内
□貸付利子、保証人:無利子、不要

● 共通
　1.身分を証明できるもの（運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード等）
　2.世帯全員分の住民票（本籍筆頭者記載※3カ月以内）
　3.印鑑（実印でなくても可能）
　4.申込者の預金通帳又はキャッシュカード

● 緊急小口資金
　1.新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと確認できる書類(収入の減少状況に関する申立書)等

● 総合支援資金
　1.新型コロナウイルス感染症の影響により失業、または著しく収入が減少したことが確認できる書類
　　(収入の減少状況に関する申立書)等
　2.債務状況がわかる書類（債権者発行のもの）
　3.その他、世帯の収支状況等を確認する書類

お の ま ち

社協だより

発小

野町社会福祉協議会
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小野町千本桜遊歩道
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令和２年度　事業計画　当初予算
基　本　方　針

介護保険事業

県・町受託金

寄付金
障がい者相談支援事業
共同募金配分事業
会費
補助金
事業収入
その他
取崩事業収入

合　　計

デイサービス利用料
居宅介護支援事業介護報酬
地域包括支援センター介護報酬
地域包括支援センター事業受託金
相談支援事業受託金
皆様方からのご寄付
サービス利用支援費
県共同募金会配分金
一般会費（1世帯 300 円）
あんしんサポート活動費助成金
あんしんサポート活動費
預金利息等
積立金取崩収入

142,176,000

25,264,000

3,899,000
2,859,000
1,756,000
880,000
508,000
100,000
38,000

20,034,000
197,514,000

《支出》
デイサービスセンター運営費用

地域包括支援センター運営費用

社会福祉協議会運営費用

居宅介護支援センター運営費用

障がい者相談支援事業所運営費用

福祉団体・小中学校ボランティア

活動助成金等

福祉関連団体への助成金

寝具丸洗い乾燥消毒サービス事業

出張理髪サービス事業　等

ボランティアセンター運営費用

その他事業にかかる費用

次期の地域福祉資金への積立

99,538,000

24,969,000

24,546,000

29,587,000

8,630,000

2,047,000

4,193,000

212,000

650,000

3,142,000

197,514,000

デイサービスセンター事業

地域包括支援センター事業

法人運営事業

居宅介護支援事業

障がい者相談支援事業

共同募金配分金事業

地域福祉事業

ボランティアセンター事業

予備費

地域福祉基金積立金

合　　計

《収入》

デイサービス
センター事業
99,538,000 円

介護保険事業
142,176,000 円

県・町受託金
25,264,000 円

寄付金
3,899,000 円

地域包括支援センター事業
24,969,000 円

法人運営事業
24,546,000 円

居宅介護支援事業
29,587,000 円

障がい者相談支援事業
8,630,000 円

共同募金配分金事業費
2,047,000 円

地域福祉事業
4,193,000 円

ボランティア
センター事業
212,000 円
予備費
650,000 円

地域福祉基金積立金
3,142,000

合計金額
197,514,000 円

合計金額
197,514,000 円

障がい者相談
支援事業
2,859,000 円

共同募金配分
1,756,000 円

会費
880,000 円

補助金
508,000 円

事業収入
100,000 円

その他
38,000 円

取崩収入
20,034,000 円

　地域社会は、町民が暮らす場であり、家族や子育てをはじめ様々な活動の基本となる場所であり
ますが、少子高齢化、人口減少、価値観の多様化などから、地域社会における人と人とのつながり
が希薄化し、支援を必要とする高齢者、生活困窮世帯等が増加傾向にあります。また、「社会的孤立」
といった福祉課題も生じており、地域社会における課題は様々に顕著化しております。
　誰もが安心して住み慣れた地域で暮らし続けるには、在宅医療・介護の充実に加え、個人や家庭
が抱える生活課題に対応できる支援体制、誰もが住み慣れた地域社会で自分らしく暮らしていける
地域社会の再構築が大切な取り組みであります。
　社会福祉協議会といたしましては、地域福祉制度をはじめとする従来の施策に留まらず、かつて
地域社会に存在した相互扶助などの地域住民のつながりと支え合いを取り戻し、地域の皆さんが笑
顔で暮らせる地域社会の実現に向けた小地域福祉活動の充実に取り組んでまいります。
　通所介護保険事業、居宅介護支援事業におきましては、入所施設開所等の影響もあり厳しい状況
にありますが、業務改善やサービスの質の向上に努め、利用者の皆様に信頼される運営に取り組ん
でまいります。
　また、受託事業であります地域包括支援センターの運営にあたりましては、高齢者の暮らしを地
域でサポートするための拠点として大切な役割を担っており、町、社会福祉協議会、地域包括支援
センターが一体となり、地域住民に寄り添った運営に努めてまいります。
　小野町障害者相談支援業務につきましては、地域福祉活動におきましても重要な役割を担ってお
り、自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう支援してまいります。
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令和２年度　事業計画　当初予算
基　本　方　針

介護保険事業

県・町受託金

寄付金
障がい者相談支援事業
共同募金配分事業
会費
補助金
事業収入
その他
取崩事業収入

合　　計

デイサービス利用料
居宅介護支援事業介護報酬
地域包括支援センター介護報酬
地域包括支援センター事業受託金
相談支援事業受託金
皆様方からのご寄付
サービス利用支援費
県共同募金会配分金
一般会費（1世帯 300 円）
あんしんサポート活動費助成金
あんしんサポート活動費
預金利息等
積立金取崩収入

142,176,000

25,264,000

3,899,000
2,859,000
1,756,000
880,000
508,000
100,000
38,000

20,034,000
197,514,000

《支出》
デイサービスセンター運営費用

地域包括支援センター運営費用

社会福祉協議会運営費用

居宅介護支援センター運営費用

障がい者相談支援事業所運営費用

福祉団体・小中学校ボランティア

活動助成金等

福祉関連団体への助成金

寝具丸洗い乾燥消毒サービス事業

出張理髪サービス事業　等

ボランティアセンター運営費用

その他事業にかかる費用

次期の地域福祉資金への積立

99,538,000

24,969,000

24,546,000

29,587,000

8,630,000

2,047,000

4,193,000

212,000

650,000

3,142,000

197,514,000

デイサービスセンター事業

地域包括支援センター事業

法人運営事業

居宅介護支援事業

障がい者相談支援事業

共同募金配分金事業

地域福祉事業

ボランティアセンター事業

予備費

地域福祉基金積立金

合　　計

《収入》

デイサービス
センター事業
99,538,000 円

介護保険事業
142,176,000 円

県・町受託金
25,264,000 円

寄付金
3,899,000 円

地域包括支援センター事業
24,969,000 円

法人運営事業
24,546,000 円

居宅介護支援事業
29,587,000 円

障がい者相談支援事業
8,630,000 円

共同募金配分金事業費
2,047,000 円

地域福祉事業
4,193,000 円

ボランティア
センター事業
212,000 円
予備費
650,000 円

地域福祉基金積立金
3,142,000

合計金額
197,514,000 円

合計金額
197,514,000 円

障がい者相談
支援事業
2,859,000 円

共同募金配分
1,756,000 円

会費
880,000 円

補助金
508,000 円

事業収入
100,000 円

その他
38,000 円

取崩収入
20,034,000 円

　地域社会は、町民が暮らす場であり、家族や子育てをはじめ様々な活動の基本となる場所であり
ますが、少子高齢化、人口減少、価値観の多様化などから、地域社会における人と人とのつながり
が希薄化し、支援を必要とする高齢者、生活困窮世帯等が増加傾向にあります。また、「社会的孤立」
といった福祉課題も生じており、地域社会における課題は様々に顕著化しております。
　誰もが安心して住み慣れた地域で暮らし続けるには、在宅医療・介護の充実に加え、個人や家庭
が抱える生活課題に対応できる支援体制、誰もが住み慣れた地域社会で自分らしく暮らしていける
地域社会の再構築が大切な取り組みであります。
　社会福祉協議会といたしましては、地域福祉制度をはじめとする従来の施策に留まらず、かつて
地域社会に存在した相互扶助などの地域住民のつながりと支え合いを取り戻し、地域の皆さんが笑
顔で暮らせる地域社会の実現に向けた小地域福祉活動の充実に取り組んでまいります。
　通所介護保険事業、居宅介護支援事業におきましては、入所施設開所等の影響もあり厳しい状況
にありますが、業務改善やサービスの質の向上に努め、利用者の皆様に信頼される運営に取り組ん
でまいります。
　また、受託事業であります地域包括支援センターの運営にあたりましては、高齢者の暮らしを地
域でサポートするための拠点として大切な役割を担っており、町、社会福祉協議会、地域包括支援
センターが一体となり、地域住民に寄り添った運営に努めてまいります。
　小野町障害者相談支援業務につきましては、地域福祉活動におきましても重要な役割を担ってお
り、自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう支援してまいります。
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祝百歳賀寿布マスク寄贈布マスク寄贈
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善意のご寄付ありがとうごいました

長谷川　ハツノさん（湯沢）
令和２年2月19日
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小野町グラウンドゴルフ協会 様

　『社会福祉のためにお役立てください』と、社会福
祉協議会に対し多くの方々より多額のご寄附をいただ
きました。お寄せいただいた浄財は、社会福祉事業の
資金として役立たせていただきます。
　今回は令和２年2月から令和２年5月までにご寄付い
ただいた皆様のご芳名を掲載させていただきます。
（敬称略）

　小野町の先﨑 婦身枝様より社会
福祉協議会に未使用の衣類等を再利
用して手作りマスクの寄贈をいただ
きました。
　職員一同より御礼申し上げます

吉　田　　清　（飯豊上）　（故　父　吉　田　　実　）
村　上　良　仁（小野赤沼）　（故　母　村　上　孝　子）
村　上　勝　美（南田原井）　（故　母　村　上　アキ子）
松　﨑　栄　進（仲　町）　（故　母　松　﨑　てる子）
大　方　眞太郎（飯豊上）　（故　母　大　方　房　子）
結　城　昭　一（谷津作）　（故　母　結　城　壽　子）
吉　田　　力　（仲　町）　（故　母　吉　田　　豊　）
大　堀　　聡　（中　通）　（故　父　大　堀　光　之）
先　﨑　　仁　（吉野辺）　（故　妻　先　﨑　ミヨ子）
村　上　勝　徳（皮籠石）　（故　父　村　上　武　吉）
大　竹　今朝市（塩庭一区）　（故　父　大　竹　秀　男）
吉　田　成　美（中　通）　（故　母　吉　田　マサ子）
郡　司　幸　喜（飯豊上）　（故　父　郡　司　喜久男）
大　竹　勝　德（上羽出庭）　（故祖父　大　竹　勝　男）
長谷川　耕　造（浮　金）　（故　父　長谷川　強　一）
佐　藤　美　香（小戸神）　（故　母　佐　藤　幸　子）
阿　部　慎　一（小野赤沼）　（故　父　阿　部　　兆　）
阿久津　清　次（湯　沢）　（故　母　阿久津　ヒ　デ）

佐　藤　信　一（湯　沢）　（故　父　佐　藤　白　一）
高　橋　宗　彦（仲　町）　（故　妻　高　橋　美佐子）
折　笠　一　郎（谷津作）　（故義父　郡　司　源　一）
吉　田　眞　一（夏　井）　（故　父　吉　田　　博　）
新　妻　　浩　（飯豊下）　（故　母　新　妻　ツ　ル）
郡　司　広　幸（小戸神）　（故　父　郡　司　良　仲）
小　谷　敏　男（本　町）　（故　母　小　谷　政　子）
根　本　義　規（夏　井）　（故　母　根　本　滋　子）
西　牧　市　輔（浮　金）　（故　母　西　牧　トクヨ）
先　崎　　建　（夏　井）　（故祖母　先　崎　満　子）
先　﨑　利　直（大　八）　（故　母　先　﨑　靜　枝）
小　沼　正　孝（本　町）　（故義母　宗　方　キヨ子）
大　竹　一　雄（塩庭二区）　（故　父　大　竹　　薫　）
西　牧　澄　雄（浮　金）　（故　母　西　牧　典　子）
根　本　正　一(南田原井)　（故　母　根　本　カツ子）
喜　島　公　博（反　町）　（故　母　喜　島　キ　シ）
吉　田　富美男（皮籠石）　（故　兄　吉　田　一　夫）

ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信

ボランティア活動保険ボランティア活動保険

ボランティア募集ボランティア募集 サマーショートボランティアスクールの中止についてサマーショートボランティアスクールの中止について

日本赤十字社にご協力ありがとうございました

　ボランティア活動保険はボランティアがボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の事故によりケガをされた場
合や、偶然な事故により他人にケガをさせたり、他人の物をこわしたりしたことにより法律上の賠償責任を負われ
た場合に保険金をお支払いします。年間保険料は以下の通りです。

◆ボランティア自身の食中毒（Ｏ－157 など）や特定感染症も補償します。
◆熱中症（日射病や熱射病）も基本タイプで補償の対象となります。
◆天災タイプでは、基本タイプにおける補償に加え、天災（地震、噴火または津波）によるケガも補償します。（賠
償責任の補償は基本タイプと同じです。）
また、活動日を限定する「ボランティア行事用保険」などもあります。

　ボランティア活動を始めたい方、すでに活動をして
いる方のボランティア登録の受付を随時行っています。
　困ったことがあれば是非ボランティアセンターにご相
談ください！皆さんのペースに合わせて活動ができるよ
う調整をいたします。

　高校生以上を対象に、夏休み期間を利用して、医療、
福祉施設及び保育施設でのボランティア体験学習をとおし
て、介護や支援を必要とする高齢者及び障がい者や地域
の児童との交流を深めながら、人を思いやる優しい心を
養うことを目的に、毎年、「サマーショートボランティアス
クール」を開催しております。
　今年度におきましては、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、参加生徒及び関係者の健康と安全を最優先
に考慮し、「令和２年度サマーショートボランティアスクー
ル」を中止することとなりました。
　なお、個別にボランティア活動を希望される場合はご相
談くださいますようお願いいたします。

　赤十字事業には、皆さまからあたたかいご理解・ご協力をいただきありがとうございます。日赤社資は、災
害救護・医療事業・血液事業・赤十字奉仕団活動・各種講習会や国際活動などに有効に活用されます。
　これからも、ご理解・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

日赤社資の流れ
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◯国内災害救護　
◯国際活動
◯血液事業　
◯赤十字病院
◯救急法等の講習会
◯看護師等の育成　
◯社会福祉
◯青少年赤十字
◯赤十字ボランティア

（1名あたり）
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活動の様子
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利用者作品展

　

豆まき
　

手作りおやつ

行事行事

吉田 ヤス　様  作 郡司 貴美子　様  作 根本 テル子　様  作

デイサービスセンター通信 おのまちあったかサロン情報

さくら見学
雁股田サロン（雁股田地区）　2/16

さくらサロン（吉野辺地区）3/5 サロン和み（和名田地区）2/18

むつみ会サロン（吉野辺地区）　2/17

　JA福島さくら　は～とらいふ小野様の協力の
もと、健康体操を行いました。身近にあるものを使
いみなさん楽しく体を動かしていました。

　小野町そば愛好会4名の皆さんが雁股田集会
所（旧雁股田小学校）において、そば打ちを行いま
した。他にも季節の天ぷらなどを作りおいしくい
ただきました。

　先﨑和子様を講師に招き笑いヨガを行いまし
た。人と笑いながらしゃべる、体を動かすと、からだ
と気分がリフレッシュされる効果が実感されます。

　郡山ヤクルト販売株式会社様を講師に招き、健
康講話「おなか元気教室」を行いました。「早ね、
早おき、朝ごはん、朝ウンチ」をテーマに、おなかの
中の健康を維持して、元気な生活を送ってもらう
ことを目的に実施いたしました。

　5月5日手作りおやつとして柏餅作りを行いました。
焼く係、あんをいれる係、柏の葉を巻く係に分かれおい
しい柏餅が出来上がりました。

　2月3日に、毎年恒例「豆まき」を行いました！スタッフが
鬼役になり、代表者の方2名と豆まきを行いました。皆さ
ん、大笑いしながら豆まきを楽しまれていました。

講師の先生、愛好会の皆様ありがとうございました。
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借入申込に必要な物

　小野町社会福祉協議会では個人情報保護法に関して適用されている法令、国が定める方針その他の規
範を遵守し、保有する個人情報の保護に努めます。

小野町社会福祉協議会の広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金を受けて制作されています。
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小野町社会福祉協議会

小野町地域包括支援センター

●警察署
●
総
合
病
院○小野町指定相談支援事業所 TEL 0247- 61-6101

FAX 0247-71- 0471

○小野町デイサービスセンター TEL 0247-72-6777
FAX 0247-72-0790

○小野町地域包括支援センター
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木111

TEL 0247-72-2128
FAX 0247-61-6102

○小野町居宅介護支援センター TEL 0247-72-6377
FAX 0247-71- 0471

社会福祉法人小野町社会福祉協議会
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字美売57番地１
TEL 0247-72- 6866　FAX 0247-71- 0471
MAIL ono-shakyo@sunny.ocn.ne.jp

新型コロナウイルス感染症にかかる生活福祉資金特例貸付について

休業された方向け（緊急小口資金）

　新型コロナウイルス感染症発生の影響による休業や失業等により、一時的に収入が減少した世帯を対象として、生活福祉資
金貸付制度の福祉資金（緊急小口資金）及び総合支援資金（生活支援費）について特例貸付を実施します。
※本資金は貸付金ですので、返済して頂く必要があります。

　緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合
に、少額の費用の貸付を行います。
□対象者:新型コロナウイルスの影響を受け、休業等に

より収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持
のための貸付を必要とする世帯

□貸付上限額:100,000円（小学校当の休養等の特例
20万円以内）

□措置期間:1年以内
□償還期間:2年以内
□貸付利子・保証人:無利子、不要

失業された方等向け（総合支援資金）

　生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行い
ます。自立相談支援事業等による継続的な支援を受け
ることが要件となっております。
□対象者:新型コロナウイルスの影響を受け、失業等に

より生活に困窮し、日常生活の維持が困難となって
いる世帯

□貸付上限額 :（2世帯以上）月20万円以内
　　　　　　 （単身）　　 月15万円以内
□貸付期間:原則3カ月以内
□措置期間:1年以内
□償還期間:10年以内
□貸付利子、保証人:無利子、不要

● 共通
　1.身分を証明できるもの（運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード等）
　2.世帯全員分の住民票（本籍筆頭者記載※3カ月以内）
　3.印鑑（実印でなくても可能）
　4.申込者の預金通帳又はキャッシュカード

● 緊急小口資金
　1.新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと確認できる書類(収入の減少状況に関する申立書)等

● 総合支援資金
　1.新型コロナウイルス感染症の影響により失業、または著しく収入が減少したことが確認できる書類
　　(収入の減少状況に関する申立書)等
　2.債務状況がわかる書類（債権者発行のもの）
　3.その他、世帯の収支状況等を確認する書類

お の ま ち

社協だより

発小

野町社会福祉協議会

 

 第 6 3 号
行

R2.6.26

～人と人とが共に助け合いやさしさあふれるまちづくり～

小野町千本桜遊歩道


